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1．　 ま え が き

　 鉄道沿線 の斜 面で は梅雨期や台風時等 の 豪雨 に よ

っ て の り面災害が発生す る。 こ れ らの 災害 の 原因究

明や 災害防止対策 の施工 に あた り， 沿線斜面の地形

・地質等 の 調査 の ほか に ， 表層土 の 厚さや 土質強度

な どの斜面 の 性状調査 の た め の サ ウ ン ディ ン グ試験

が 行われ る こ と が多い
。

　 こ の サ ウ ン デ ィ ン グ試験 とし て ， 標準貫入試験や

ス ウ ェ
ーデ ン 式 サ ウ ン デ ィ ン グ試験等が広 く用 い ら

れ て きた が ， こ れ らの 試験は比較的手間の かか る作

業 を伴 うもの で あ る 。 した が っ て ， 広 くか つ 細長 い

斜面 で数多 くの サ ウ ンディ ン グ試験を実施す る こ と

は 困難で ある の で ， 現実 に は数少な い サ ウン デ ィ ン

グ試験結果をそ の 斜面の 性状とし て 代表させ
， 設計

や 保守の データ と し て用 い て い る 。

　 こ うした斜面 にお い て小型軽量で 作業 も比較的容

易な簡易貫入試験機を用い る こ とがで きれ ば，
の り

面 にお ける サ ウン デ ィ ン グ試験が短期間 ， 少 な い 労

力で数多 く実施で きる こ とに な る。 しか しなが ら，

簡易貫入試験機 とス ウェ
ーデン式サ ウン デ ィ ン グ試

験 の サ ウ ン デ ィ ン グ結果を同じ土質に つ い て 比較 し

た例は少 な く， 両者の 相関式は提案 されて い な い
。

そ こ で
， 簡 易貫入試験機 と ス ウェ

ーデ ン 式サ ウ ン デ

ィ ン グ試験と の 関係を定量的に求 め る こ とを 目的に

鉄道盛土 の の り面 を対象にサ ウ ン デ ィ ン グ を実施 し ，

新 し く両者の相 関式 を提案す る 。 さ らに こ の簡易貫

入試験機に よる結果か ら標準貫入試験によ るN 値 と

一軸圧縮強度 伽 を推定する式 を提案す る 。
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2． 異な るサ ウン デ ィ ン グの相関に関する

　　過去の 研究事例

　各種 の サ ウ ン ディ ン グによ る土質強度 の 相関に関

する過去 の 研究事例 と し て ， 例 えば ， 標準貫入 試験

の N 値 と ス ウ ェ
ーデン式サ ウ ンデ ィ ン グ試験の Wsw

Nsw との 関係 に つ い て は ， 稲 田
D

が名神高速道路に

お け る調査結果をま と め て
， 次の よ うな関係式 を提

案 して い る 。

　礫， 砂 ， 砂質土に つ い て

　　 N ＝O．　02VVsw 十〇．067 輪 w ・…・……………・…
（1｝

　粘土 ， 粘性土 ， 礫 ま じ り粘性土 に つ い て

　　 N ＝O．　03WVsw 十〇．　050　Nsw …・・……・・…・……・
（2｝

　また ，

一
軸圧縮試験 結果 と の 関係 に つ い て は粘性

土に対 して
，

　　 9u＝ ＝ O．0045　Wsw 十〇．0075　Nsw 　　・・・・・…　■■・・・・・…　｛3｝

を与 え て い る。

　同じ こ ろ三木
2）

は赤土台地 （ロ ーム層）にお い て

各種の サ ウン デ ィ ン グ試験 を実施 し，赤土な らび に

砂礫に つ い てそ れぞれ

　　 N ＝（1／9）Nsw 　た だ し　（IVsw〈90）

　　 N ＝ （1／12）Nsw ………・……………・…・・………・・〔4｝

を提案 し て い る 。 以上 の 提案式は線型式 で ある が ，

上田
S）・4）

は粘土 ， 砂 ， 礫 に対 し て 次の 非線型式 ，

　　 N ＝＝O．318NSNvo・7ss　・・・・…　喞・響・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　（5｝

を提案 し て い る 。

　一方， ス ウ ェ
ーデ ン 式サ ウ ン デ ィ ン グ試験 とオ ラ

ン ダ式 コ ーン貫入試験 との 関係に つ い て の直接的な

比較 は あま りな されて い な い が ， 三 木
e） が赤土台地

で実施した結果か ら次式を与え て い る
。
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　　　9e＝ （1／3）1丶磁w 　・一一・。・■一・・一・一■一一・．・一一・・一一・・…　曾一・一一・一・一…　（6｝

　 ま た室町
5）・6） は東京圏 の 鉄道沿線の実測デー

タ か

ら

　　　9c：＝6．7十 〇．49　Nsw ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　。・・｛7）

を提案 し て い る 。

　 ま た ， 簡易貫入試験 と標準貫入試験 と の 関係に つ

い て は ， 簡易貫入試験機取扱い 要領
7）

に

　　　Nc，so　＝3〜IO　I＞……………・…………・…・…・一・（8｝

と示 され て い る 。 た だ し ，
N ，，so は貫入量 30　cm の

打撃回数で ある 。

　 しか し，簡易貫入 試験 の Nc と ス ウ ェ
ーデ ン 式サ

ウ ン ディ ン グ試験 の 結果 との関係 に つ い て は ， 簡易

貫入試験機取扱い 要領に

解鳶総
 

籥 ・ ｝…c・｝

を与え て い るが ， こ の 値 は オ ーダーを与 えた もの で

あり ， 同じ土質に お い て両者の 関係を求めた もの で

は な い
。

　 し た が っ て
， 鉄道盛土 の サ ウ ン ディ ン グ試験 とし

て 従来多 く用 い られ て きた ス ウェ
ーデ ン 式サ ウ ン デ

ィ ン グ試験 と比 較的軽量 で簡単な 操作で で き る 簡易

貫 入試験 の サ ウン デ ィ ン グ結果を関係づ け る式は提

案 され て い な い
。

　 3． 鉄道盛土に おけ るサ ウン デ ィ ン グの 概要

　3．1 使用 したサウン ディ ング試験機の概要

　 ス ウ ェ ・・一デ ン 式サ ウン デ ィ ン グ試験は JISに示 さ

れ て い る とお り で あ る の で
，

こ こ で は斜面調査用簡

易貫入試験機
7）

（以下 ， 簡易貫入試験機 とい う）の

概要を示 す 。 簡易貫入試験機は建設省土木研究所 で

考案 され ，（財）砂防地すべ リセ ン タ
ー

で検定を受 け

た動的貫入試験で あ り， そ の 概形は図一 1 の とお り

で ある 。

　 こ の 簡易貫入試験機は 総重量 が 約 10kgf と小型

軽量 なた め ， 急斜面上や狭 あ い な箇所 で の作業が比

較的容易で あ り， 従来数点 しか 調査 がで き なか っ た

よ う な斜面に お い て も面的な調査が可能で あ る 。 こ

の 簡易貫入試験機の コ ー
ン の 先端角度 は 60度，径 は

16mm で あ り， 5kg の ウ ェ イ トを 50　c 皿 の 高 さ か

ら自由落下 さ せ
， 先端 コ ーン を 10cm 貫入 させ る 時

の 打撃回数 瓦 を測定す る もの で ある。 4 〜 5m 程度

12

貫入先端コ
ー

ン 　（単位：mm ＞

図一 1　 斜面調査用簡 易貫入試験機

の 深度ま で 調査が可能 とされて い る。

　 3．2 土 質特性

　調査 の 対象と し た盛土 は全国 は鉄道盛土68箇所 で

ある 。 こ れ らの 盛土 は過去 10年間に JR 北海道か ら

JR九州に 及ぶ 全国に お い て 降雨に よ っ て 崩壊 した

盛土 を対象 と し た もの で あ り， それ ぞれ の 盛土 の り

面の 中腹部に 1
，
2 点 の 代表点を設定 し て サ ウ ン ディ

ン グを実施 した 。 なお ， こ の うち の 1 箇所 に つ い て

は 盛土 の り面 に格子点 を設 け て 複数本 の サ ウ ン デ ィ

ン グを実施 した も の であ る 。

　降雨 によ っ て 崩壊 し た鉄道盛 土68箇所 の盛 土表層

か ら 3 皿 問の 簡易貫入試験機に よ るサ ウ ン デ ィ ン グ

結果 の 頻度分布は図一 2 の よ うで あ る 。 こ れ に よ れ

ば， の り面表層部の盛土強度 の 平均値 は N 、
＝ 5．4，

40

30

§
逖 20

ユ0

゜
G2468 、。 12 玉416

　 　 　 　 　 　 Ne

冖
却
「
c
＝5．4

σ
＝ 2．6

図
一2　崩壊盛土 の 盛土強re　Nc の 頻度分布

土 と基礎， 40− 4 （411）
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図
一 3　 崩壊盛土試料の 粒径加積曲線
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図
一 4　含水比 の 頻度分布

そ の 標準偏差は σ
＝2．6 で あ る 。

100．o

　 こ れ らの サ ウン デ ィ ン グ箇所 に対応す る盛土試料

の 粒径加積曲線を描 く と図一 3 の よ うに なる 。 図 に

は ± 1 σ （標準偏差）の範囲 を点線で示 した 。 ま たサ

ウ ン デ ィ ン グを実施 した と き の 含水比 の 頻度分布を

示 す と図一 4 の よ うで あ り ， 盛土表層部の 含水比は

15〜55％ に広 く分布 し て い る。

　一方格子点 を設 け てサ ウ ン デ ィ ン グを実施した盛

土 （特定盛土 と言 う）は ， 明治37年に開業 し 昭和 55

年別線付け替えがされ る まで営業線 と して 使用され

た経年約 84年 ， 高 さ約 14m の 単線 の 盛土で あ る 。 サ

ウ ン デ ィ ン グを実施す る に あた り， 盛土 の り面 に線

路方向に 3m ピ ッ チ の 8 測線， 高 さ方向には 3m ピ

ッ チ 6測線 の 格子点 を設 けた 。 そ し て こ れ らの格子

点に っ い て 簡易貫入試験 と ス ウ ェ
ーデ ン 式貫入試験

に よ る サ ウン デ ィ ン グ を実施 した 。

　表層 30c皿 に っ い て は 均等係数 Uc ＝ 69・2， 曲率

係数 〔」，

’＝6．・31
，

50cm にっ い て は U 。
・ ・ 63．3

，
　 Ue’

＝ 0．53で あ っ て ， 蒸気機 関車時代 の 石炭殻が土羽 に

混入 して い る も の と考え られ ， それ ぞれ G − 0 （石 炭

ま じ り礫），
SO （石炭ま じ り砂）で あ る 。 し か し ，

の り面か ら 80　cm の 深 さに な る と Uc　＝ ・　111．　3，
　 Ue’

＝o，89 の SM （シ ル ト質砂）で ， 粒度組成 ， 粒度配
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合 ともに よ い 材料 で あ る 。 表層の G −0 ，
SO を除 く

盛土試料の粒径加積 曲線 は 図一 2 に 示す よ うに
， 全

国 の 既往崩壊盛土の 粒度分布 の 範囲に入 っ て い る 。

ま たサ ウン デ ィ ン グ試験 を実施 した 時の含水比は約

30〜60％で あ っ たが ， こ れ は全国 の データ で あ る図

一 4 の 分布幅 に ほ ぼ入 っ て い る 。

4． 箇易貫入試験 とス ウ ェ
ーデン式サ ウン

　　デ ィ ン グ試験 との 相関

　4．1　特定 の盛土 における相関

　 こ こ で は ， 特定 の 盛土 に お い て 同一位置で実施 し

た簡易貫入試験 とス ウ ェ
ーデ ン 式サ ウ ン デ ィ ン グ試

験に よ る土質強度 の相 関性に つ い て検討す る 。

　今 ， 簡易貫入試験に よ る 強度 Nc の 深 さ 方向の 分

布の 一
例 と し て ， 特定盛 土の格子点の 全測点 の 平均

値 を示す と図一 5（a ）の よ うに な る。なお，図に は

深 さご との 標準偏差 σ も同時に示 し て い る 。 簡易貫

入試験機 の ウェ イ トの 質量 は 5kg と比較的軽 い の

で ， 大き な礫 に当た っ た 揚合 に は 瓦 は非常に 大 き

くな りか っ 標準偏差 σ も大き な値 を示す。 こ れ は，

貫入 によ っ て与 え られ る 動的な圧縮力 と土の せ ん 断

力の 比に も影響 され る が ， 土 の粒度特性に も関係す

る も の で あ る
6）

。
こ の よ うな特異なデー

タ を棄却 し

て整理 し なお す と図
一 5 （b ）の よ うに な る 。

　一方， ス ウェ
ーデ ン 式 サ ウ ン デ ィ ン グ試験 の 自沈

の Wsw に対す る Ne に つ い て は ，
ス ウ ェ

ーデ ン 式サ

ゥ ン デ ィ ン グ試験 の重 りを載せ た際の 沈下の 慣性に

よ っ て 本来停止 す る べ き深 さ よ りも深 い 位置まで達

し て しま うこ とが考 え られ る 。 し た が っ て ， 自沈 し

始め た 位置で の Wsw と Nc を 対 応 させ た 。 ま た
，

Nsw と N ， につ い て は ， 標準 的 に は 25　cm ご とに

N 』w の デー
タが一つ 得 られ る た め ， こ の 間 の 平均 の

Nc を対応 させ た 。

　以上 の条件の も とに 整理 し た簡易貫入試験 によ る

　 　　 　 　 　 　 Ne　　　　　　　　　　　　　 Ne
　 　 　 O　　　　　IO　　　　20　　　　　30　　　　　　0　　　　　10　　　　20　　　　30

（
詈）
駒

G3
工oo

蜘

　 200．既

　 　 　 　 　 　 　 　 300
（a）生データによる　　　　 （b）異常ア

ー
タを棄却した

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 デ
ー

タによる

　 図
一 5　鉛直方向 の 強度分布
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図一6　Nc と Wsw
，
　 Alsw の 比較 （測点 H −2）

既四 0 50
罵即

loe

図
一 7　Nc と Wsw ，1粕 w との 関係

150

Nc とス ウェ
ー

デ ン 式サ ウ ン デ ィ ン グ 試 験 に よ る

Wsw
，　 Ngw を比較 した

一
例 は図一 6 の よ うで あ る

。

　 さて 当該盛土 の 格子点 の サ ウン デ ィ ン グに対 して

Wsw
，　 Nsw と Nc との 関係を求め る こ とに するが，

それ ぞれは
，

　　　矯撫． ， ｝
…一……・………一 ……・・…圃

で与 え られ る もの とす る
。

こ こ に α
， βと γ は未定

定数で あ る が ， Wsw 　・＝ 　100　kgf と IVsw＝ 0 回 の とき

の Nc は一
致しなけれ ば な らない か ら， 式  の定数

γ は 7；100 α とな る 。 した が っ て 式  は，

　　 Nc ＝βN8w ＋ 100 α …一 …・………一 ……・…・ 

とな る 。 式  にお い て ， 自沈の 際 の Wsw とNc の デ

ー
タ を（：lt，　 yiD， 回転 の際の 1＞』w と Nc の デー

タ を

（C2t
，　 yu）として

， 両者の 残差の 平方和 が 最小 にな

る よ うに α
， βを求め る 。 両者 の 残差の平方和 は，

　 　 　 　 l　　　　　　　　　　　 P

　　　s ＝ Σ （）Sli
− y 、）

2
＋ Σ （），2t

− 　Y
，）

・

　 　 　 　 ‘＝1　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t＝1

　 1　　　　　　　　　　　　　ゆ

＝ Σ （」’lt
一αXld ）

2
＋ Σ （3，21

一βx2i − 100α ）
2… 

i置1　 　 　 　 　 　 　 岩自L

と な る
。 なお ，

λ，p は それ ぞれ 自沈 ， 回転 の とき の

データ数 ， Yi
，
　Y2は IVsw

，
　 Nsw に対 す る それぞ れ

の Nc の 平均値で あ る 。 こ れ を α
， βで 偏微分し て 0

とお けば，
α ，βに関す る速立 方程式 が得 られ ， 結局 ，

　 　 　 　 　 　 　 2　　　　　　　　　　　F

　　 α ＝（1／d）｛（Σ x 、りy ，t＋ 100　X ッ 2のΣ　t2i2
　 　 　 　 　 　 　 乞＝1　　　　　　　　　 t＝1

14

　 　 　 タ　　　　　　　 タ

　
ー100　Z　x2ty2t ・Σ　x2t｝

　 　 　 t＝1　 　 　 　 　 　 　 盛署1

　 　 　 　 　 1　　　　　　　　　　　 F

β＝ （1μ ）｛（Σ　Xi ‘
2
十μ

。1002）・Σ 記 2盟ツ2露
　 　 　 　 ｛躍1　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ‘81

　 　 　 　 　 が　　　　a　　　　　　　　　　　ハ

　　
ー100　X　・ ・2i（Σ1．Xtt ：ソlt十 100 Σ ツ2盛）｝…………a⇒

　 　 　 　 　 t＝1　 　 　 　 　 　 　 t＝1　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 s＝1

ただ し ，

　 　 　 2　　　　　　　　　　　 P　　　　　　　　　　P

　气 恥
2
＋ ” 1°°2

）恥 ・
2 −

（100　Z 　tt2t
　　　 t＝r ）

2 …… 

が得 られ る 。

　 当該盛土 の実測値 ， 182点 に つ い て 式  によ り定

数 α ， βを求 め ， こ れ を式  に 代入 すれ ば ，

　　　Nc ＝ O．　22　Nsw 十〇．02　Wsw 　……………一 ・・… 

を得 る 。 式   に よ る両者 の 関係は図一 7 の よ うで あ

り，
こ の とき の相関関数は0，83で ある 。 なお図 の 点

線は ，
Wsw

，
　Nws の それ ぞれ の 回帰式に よ る予測値

と実測値 の 差 の 標準偏差をシ フ トさせ て 示 したも の

で ある。

　 4．2 土質別の相関

　上述 の 式   で与 え られ る Ne と Wsw ，　 Nsw と の

関係は ， 特定 の盛土斜面の 調査 結果をも とに し て 得

られ た もの で あ り， す べ て の 土 質に対 し て適用で き

る もの で は な い
。 そ こ で

， 降雨 に よ る既往災害箇所

の 盛土 67箇所 に つ い て ス ウ ェ
ーデ ン 式 サ ウ ン デ ィ ン

グ試験 と簡易貫入試験 を同一
の 場所 で 実施 し た

。

　解析は ， 日本統一分類に よ る 礫粒土，砂粒土 ， 細

粒土 にデー
タ を分類 して 行 っ た。礫粒土は 14箇所，

砂粒土 ， 細粒土 はそれぞれ 35箇所 ， 5 箇所 の計54箇

所 の 調査結果 をもと に計算し た 。 なお ， データ に っ

い て は 4．1で 示 した条件の もと で 整理 し た もの を使

用 した。土質別 の 計算結果 は以下 の とお りで あ る 。

礫 粒土 につ い て

　　 Nc ＝＝O．20　Nsw 十〇．04　Wsw 　…・……………・・… 

　砂粒土 につ い て

：ヒと基 礎，40− 4 （411）
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図
一 8　 Nc と Wsw

，
　 Nsw との 関係 （粗粒土）
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　 　 　 　 　 　 　 O　　　　　　　　50　　　　　　　100　　　　　　　150
　 　 　 　 Wsv
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図
一 9　 Nc と vprsw，　 Nsw との 関係 （砂粒土）

芝
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ユo
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図
一10　Nc と WVsw ，　 Nsw と の 関係 （細粒土）
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図
一11 過去 の 研究 に よ る ス ウ ェ

ー一デン 式サウン

　　　 ディ ン グ試験 と簡易貫入試験との 関係

　　 Nc ＝O．　22　Nsw ＋ O．　03　Wgw …………………… 

　細粒土 につ い て はデー
タ数が少な い が ，

　　 Nc − O．15Nsw 十 〇。04　TVsw　・・呻・帥軸。・・・・・・・・・・・…　O魯

が得 られ た 。 式   〜   の 関係を図一 8 ， 図
一 9 ， 図

一10に示す が， そ れ ぞれ の 相関係数は ， O．　79 ， 0．76，

0．87で あ る 。 4．1 で示 し た特定盛土 の 土質は砂粒土

に分類 され るが ， 式  で示 され る異な っ た調査箇所

の デー
タ によ る と Ne と Wsw ，　Ngw の 関係は，式 

で 示 され る両者 の 関係 とほ ぼ一
致した結果 とな っ た。

　2。1の 過去の研究経過 で 示 し た 既往 の 提案式に よ

る両試験の 関係が図一11に示すよ うに か なり幅広 い

ば らつ きを示す もの で あ っ た が
， 式  〜   の 新 しい

提案式 は従来よ り は よ り定量的な評価を与 え る こ と

に な るも の と考え られ る。

5． 簡易貫入試験 に よ る 瓦 か ら標準貫入試

　　験の N 値 と一軸圧 縮強度 q ． の推定式

5．1Nc か ら N 値の 推定式

標準貫入試験 の N 値 と ス ウ ェ ・P 一デ ン式サ ウ ン デ ィ

Aprilp　1992

ン グ試験 の Wsw
，
1＞』w と の 関係につ い て は ， 2．に

示 し た よ うに稲 田
1）

， 三 木
2）

， 上田
S）・4）

らが求め て い

る が ， こ こ で は幅広 い 土質 に つ い て提案す る稲田 の

式を介在させ て ，
Nc か ら N 値を推定す る こ とにす

る 。

　す なわ ち ，
Ne と Wsw

，
　Nsw の 関係 は 4．に よ っ て

式  〜  によ っ て与 え られ たか ら， こ れ と稲田に よ

る Wsw ，
　 Nsw とN 値の 関係を示す式 （1）， （2＞か ら求

め る こ と にす る 。

　 Wgw ≧ 100 の 場合 は ， 礫粒土 に つ い て は式  で

VVsw＝ 　100 とお け ば ，

　　 ヱ〉白w ≡ − 20十 5Nc・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　O窃

が得 られ る。一方，式（1）で も同様 に し て，

　　 N ＝＝2十〇．067Nsw ……………・…・・……………… 

となる の で ， これ らの 両式 か ら礫粒土 につ い て は ，

　　 N ＝ ＝ O・7＋0・3N ・ （礫粒土）………………・＿．． 

が得 られ る 。 同様 に砂質土 と粘性土に つ い て は そ れ

ぞれ ，

　　 N ＝ 1・1＋0・30Ne （砂質土）……・…一一・…・・幽
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図
一12

6　　　8　　　10　　20　　30　　40　　50
　 　 Nc 値

Nc 値と N 値の 関係

　　 N ．1．7＋ O．　34ヱ＞c （粘性土）
・…一 一・一 一… 

とな る 。

　Wsw 〈100 の場合に っ い て も同様 に し て 求め られ

る 。 そ の 結果 は ，

　　 AT＝0．50　Nc　　（礫粒土）　・■■■一・■・・一・■■一一’一■■一”i‘一一゚’” di

　　 N ＝ 0．66　Nc （砂質土） …・………・…・・凾…・……
 

　　 N ・ ・O・　75 ヱ〉』 （粘性土）………………・・……・… 

とな る。

　式鋤〜鱒を図示す る と図
一12の よ うに な る 。 こ れ

に よれ ば ， Nc が ほ ぼ 4 以下の 場合 には 式鱒〜  を

用 い
， 4以上 の 揚合 には式  〜  を用 い れ ば良 い こ

と に な る 。

　5，2　Nc か ら qu の 推定式

　1＞c か ら q。 を推定す る揚合も稲田 に よ る 9u とWsw
，

Nsw の 関係式 で あ る 式   と 4．で 提案し た式  を用

い る 。 計算の 結果 は， Wsw ≧ 100の揚合 は

　　 9u＝O．25十〇．05　Nc　…　凵・。・・・…　一・・＋■■・・・・・・・・・・・・・・…　 1

とな り，
Wsw ＜100 の 場合は

　　 9u＝O．　11　Nc − 一…・………一・……・………… 

が得 られ る の で ， こ れ ら両者を図示すれば図一13の

よ うに な る 。 こ れ に よれ ば瓦 く4 の 揚合 に は 式 

を用 い る こ と に な る 。

6．　 ま　 と　 め

　降雨 によ る既往崩壊盛土を対象 とした鉄道盛土 の

の り面表層部に着 目し て ， 簡易貫入試験 と ス ウ ェ
ー

デ ン式サ ウ ン デ ィ ン グ試験 を実施 し ， こ の 両者 の 関

係式を土質別 に式  〜  の よ うに 提案し た 。 こ の 結

16
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図
一13Ne と 9u の 関係

果 ， 簡易貫入試験機 によ る サ ウ ン デ ィ ン グ結果 は ，

従来か ら実施 され て きた ス ウェ
ーデ ン式 サ ウ ン ディ

ン グ試験とあ る程度定量的に関係づ け る こ とが可能

とな っ た 。

　また簡易貫入試験 に よる Nc か ら標準貫入試験の

N 値 と一軸圧縮強度 qu の 推定式 を求 め る た め に 上

述 の 成果を稲田 の 式
1）

を介在させ て
， 式   〜   を求

め ， 図一12と図一13を提案 し た 。

　こ れ ら の 成果は ， 作業が比較的容易な簡易貫入試

験機を使用 し て 調査 を実施す る際， 従来か ら行 っ て

き た ス ウ ェ
ーデ ン 式 サ ウ ン デ ィ ン グ試験や標準貫入

試験 の 結果 と関連づ ける有益な資料を提供す る もの

で あ る 。 さ らにデー
タ を蓄積 し て よ り精度 の 高い 合

理的な関係式 を提案 し て い きた い と考 え て い る 。
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